
ＤＰＡＴ講演会及び愛媛県ＤＰＡＴ活動報告会実施要領 

 

１ 趣 旨 

 自然災害や事件、事故等による集団災害が発生し、被災地域の精神保健医療機能が

一時的に低下した場合に、被災地域の精神医療機関機能の補完、地域精神保健活動の

補完及び支援者支援活動等を行うことを目的に、国は各県に「災害派遣精神医療チー

ム（ＤＰＡＴ）」の体制を整備することとしており、本県では、平成 25 年度から、「心

のケアチーム（愛媛版ＤＰＡＴ）」の体制整備を進めているところである。 

 この度、平成 28 年４月 14 日から発生した「平成２８年熊本地震」では、全国から

多数のＤＰＡＴ隊が被災地に派遣され、制度開始以降、初めての本格的な運用となっ

たが、本県からも初めてＤＰＡＴを発災８日目から派遣し、５月 19 日まで計４班を派

遣して支援を行った。 

 そこで、今回の支援の成果を今後の体制整備に生かすことを目的として、全国各県

から派遣されたＤＰＡＴ隊及び本県のＤＰＡＴ隊の活動の内容や成果等を関係機関、

関係者間で共有し、ＤＰＡＴについての理解促進及び普及啓発を図ることとする。 

 

２ 主 催  愛媛県 

 

３ 日 時  平成 28 年７月９日（土） 13：30～16：30 

 

４ 場 所  愛媛県林業会館 ３階 大ホール（松山市三番町４丁目４－１） 

 

５ 対象者 

 精神科病院・診療所等の医療関係者、県保健所・市町の精神保健関係者、心のケア

チーム（愛媛版ＤＰＡＴ）の登録者 等 

 

６ 定 員  100 人（参加申込み多数の場合は、先着順とする。） 

 

７ 内 容 

 13：10  受付 

 13：30  開会 挨拶 

 13：35  概要説明「愛媛県ＤＰＡＴの体制整備の状況について」 

      《説明者》 

       愛媛県保健福祉部健康衛生局健康増進課 大政 光好精神保健係長  

 13：50  ＤＰＡＴ講演「災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ）について～平成 

      28 年熊本地震のＤＰＡＴ活動から～」（仮） 

      《講師》 

       厚生労働省委託事業ＤＰＡＴ事務局員 吉田 航先生 

 15：20  休憩 

 15：30  愛媛県ＤＰＡＴ活動報告「平成 28 年熊本地震に対応した愛媛県ＤＰＡ 

      Ｔの活動概要と現地支援の実際」 

      《報告者》  

       ①  愛媛県心と体の健康センター 戒能 徳樹医監 （精神科医師） 

       ②  愛媛県宇和島保健所 佐尾 貴子精神保健係長 （保健師） 

       ③  愛媛大学医学部附属病院 川添 康一郎病院助教（精神科医師） 

      《まとめ》 

       愛媛県保健福祉部健康衛生局健康増進課 大政 光好精神保健係長  

 16：30  閉 会 


